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●刺したり突っぱったり 

-ウニの棘(とげ)- 

ずいぶん暖かくなってきました。2 月に 

は 21℃ぐらいだった海の水温も、23℃を 

こえる日が続いています。春から今ごろ 

の時期は、昼間に潮がよくひくので、海 

に行って貝やタコをとった人も多かった 

のではないでしょうか。そうした人の中に 

は、以前アムスルだより(No.24)でとり 

上げたウニの仲間、ナガウニを見た人も 

多いことでしょう。きっと、そのときナガウ 

ニは、岩のへこみや死んだサンゴのすき 

間に入り込んでいたと思いますが、そうし 

たウニを手でとろうとすると、トゲが痛くて 

なかなかうまくいきません。「身を守る」と 

いうトゲの役割からすると、これで大成功 

なわけです。今回は、このトゲを使ったウ 

ニの身の守り方について、すこしお話し 

しましょう。 

先日、研究のためにマエノハマでナガ 

ウニをとりました。ここのサンゴは、おとと 

しの白化
は っ か

現象
げんしょう

でずいぶんたくさん死んで 

しまったのですが、ナガウニは、その死 

んだサンゴの骨の間などに入り込んでお 

り、しかも“管
かん

足
そく

”の吸盤
きゅうばん

をつかって、強 

いカではりついています。おまけに、トゲ 

をまわりの岩やサンゴの死骸
し が い

につっぱっ 

ているので、たとえば魚がこのウニを食 

べようとしても、トゲがじゃまになるし、引 

っぱり出そうにもトゲでつっぱられていて 

は、そうもできません。ナガウニは、体を 

おおうトゲを武器(またはよろい
・ ・ ・

)として用 

いると同時に、つっぱり棒として使って、 

自分の身を守っているのです。 

まわりにじゃまになるものがなく、ちゃ 

んとつかむことができれば(そして、少し 

痛いのをガマンすれば)、ナガウニを手 

でとることもできないことではありません 

が、さすがにガンガゼは無理です。クシ 

バルの礁池の中には、平らなひらけたと 

ころにガンガゼのたくさんいる場所があり 

ますが、みなさんも知っているとおり、こ 

のウニの体は鋭いトゲだらけで、とてもつ 

かむことなどできません。ガンガゼのトゲ 

は、人の皮ふなど簡単につきとおしてし 

まいますし、おまけにもりやつり針のよう 

にかえし
・ ・ ・

があるので簡単には抜けません。 

そして細長くて折れやすく、ささるとそこ 

で折れてトゲのかけらが皮ふの中に残っ 

てしまいます。始末の悪いことに、さらに 

毒まであるものだから、もうふんだりけっ 

たりです。このように、ガンガゼは、トゲを 

武器として特別に進化させたウニと言え 

るでしょう。このウニに手を近づけると、 

 



光の変化を感じるのでしょう、トゲをさか 

んにふり動かしはじめます。まるで「さす 

ぞ」とおどしているようです。せっかくそう 

やって知らせてくれているのですから、 

みなさんもこのウニにはさわらないよう十 

分に気をつけてください。 

一方、トゲをつっぱり棒として進化させ 

たウニもいます。パイプウニです。このウ 

二は、比較的波あたりの強いところにす 

んでいて、クシバルのリーフエッジなどで 

よく見かけます。このウニのトゲは赤茶色 

で太く大きく、先は丸くて、さすがにこの 

トゲでは、敵をさすことはできません。け 

れどそのかわりに、かなづちでたたかな 

いと折れないくらい丈夫なので、つっぱり 

棒としてはとてもすぐれていて、岩の奥で 

トゲをつっぱっているこのウニを引っぱり 

出すことは、まず不可能です。自分のト 

ゲが武器としては役に立たないことを知 

っているのでしょう、昼間このウニは岩か 

げにじっとかくれており、夜になると表に 

出てきてはい回りはじめます。こうなると、 

わりと簡単にとることができます。 

これらのほかにも、ブンブクという変な 

名前のウニもいて、このなかまは砂の中 

でくらしているせいか、そのトゲはとても 

小さなものです(ちなみに、阿嘉島では 

ウリザネブンブクという種が見つかってい 

ますが、生きているこのウニが報告され 

たのは、これが世界で 2 番目だそうです。 

このウニのトゲは、ブンブク類としてはや 

や長めです)。 

このように同じウニのなかまでも、トゲ 

の形などその姿はさまざまですが、それ 

は意味のないものではなく、それぞれの 

場所でその姿にあった生活をしているの 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●阿嘉島の海より 

-サンゴの産卵予想- 

過去の研究結果から、毎年 5・6 月に産 

卵するミドリイシ属サンゴの産卵日は、3 

月 1 日以降の 22℃以上の水温を積算した 

値が高いほど早くなることが分かってい 

ます。今春は水温が低い傾向にあったた 

め(4 月の平均水温は過去 11 年間と比較 

して O.6℃低い値でした)、これから水温 

が例年通りに上昇したとしても、今年最 

初のミドリイシの産卵は 5 月 18 日の満月か 

ら 6～8 日遅れることが予想されます。ま 

た、現時点で成熟に達したと思われるミ 

ドリイシは約 1 割しかなく、これから増えて 

も、5 月にはおよそ 2 割弱のミドリイシしか 

産卵せず、多くは 6 月 17 日の満月の頃に 

産卵するものと予想されます。研究所で 

は今年も産卵データを集めていますので、 

皆さまのご協力をお願いいたします。 


